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２広報ひこね　平成22年４月１日

特集「市民がつくる　安心と躍動のまち　彦根」を目指して

３ 広報ひこね　平成22年４月１日

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、

昨
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
て
、
3.2
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
の
新
施
策
で
あ
る

「
子
ど
も
手
当
」
に
関
連
す
る
経
費
を
除
く
と
、

1 .2
％
の
減
少
と
な
り
、
緊
縮
型
の
予
算
に
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
世
界
規
模
で
の
金
融
危
機
か

ら
、
景
気
は
持
ち
直
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、

失
業
率
は
高
水
準
で
推
移
し
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
個
人
市
民
税
、
法
人
市

民
税
と
も
に
景
気
後
退
の
影
響
を
受
け
、
大

幅
な
減
額
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
引
き
続
き

基
準
の
18
・
０
％
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
財
源
手
当
に
か
か
る
市
債
を
除
き
、

新
た
な
市
債
の
発
行
を
で
き
る
限
り
抑
制
し
、

公
債
費
負
担
の
適
正
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て

緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
事
業
を
行
い
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
不
安
の
解
消
に
取
り
組

む
ほ
か
、
定
住
自
立
圏
構
想
先
行
実
施
団
体

の
中
心
市
と
し
て
、
関
係
町
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
の
退
職

補
充
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
な
ど
総
人

件
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
平
成
22
年
度
予
算
の
概

要
と
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎
30-

６
１
０

７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

用語の説明（歳出）

民生費　福祉や医療の充実などのために使われ

るお金

土木費　道路や橋、公園などの施設整備に使わ

れるお金

衛生費　健康診断や予防接種、ごみの収集・処

理などに使われるお金

公債費　大きな事業を行うために国などから借

りたお金の返済に使われるお金

総務費　市税、選挙、戸籍の事務や、市政の推

進を図る計画を作るために使われるお金

教育費　小・中学校などの教育や文化、スポー

ツの振興のために使われるお金

消防費　市民の安全を守るため、消防や防災対

策に使われるお金

農林水産業費　農林水産業の振興のために使

われるお金

商工費　商工業や観光の振興のために使われ

るお金

議会費　市議会を運営するために使われるお金

労働費　働く人たちの福祉などのために使われ

るお金

予備費　緊急の支出などに備えるお金

用語の説明（歳入）

市　税　皆さんから市に納めていただく税金

国庫支出金・県支出金　特定の目的の財源として

国・県から交付されるお金（補助金など）

地方交付税　所得税など国が徴収した税金の中

から、市の財政状況に応じて国から交付される

お金

市　債　大きな事業を行うために国などから借り

入れるお金

《平成22年度末残高見込額323億8,406万9千円》

諸収入　他の収入科目に含まれない収入（消防の

受託事業収入など）

使用料及び手数料　施設の使用時や住民票など

の証明書の交付時などに皆さんが納めるお金

繰入金　特定の目的のために積み立てているお

金を取り崩して使うお金

地方消費税交付金　国が徴収した消費税の一部

から市へ交付されるお金

分担金及び負担金　市が行う事業によって特に

利益を受ける人や団体が納めるお金

地方譲与税　国が国税として徴収した税金のう

ち、地方に配分されるお金

平
成
22
年
度
予
算

平
成
22
年
度
予
算
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特集 「市民がつくる　安心と躍動のまち　彦根」を目指して

子ども手当支給事業　

　　中学校修了までの子どもを養育している人

に対して、子ども手当を支給します。

地域福祉人材確保・育成事業

　　地域で必要な福祉人材を確保・育成するため

の合同説明会などを開催します。

放課後児童クラブ運営事業

　250日以上の開設をします。（第２土曜日の開設）

民間保育所施設整備事業

　　待機児童の解消を図るため、民間保育所の

新設ならびに増築工事に対して補助します。

２２億９,５５４万円

４０万円

１億３,７２７万４千円

１億２,０６４万７千円

重症心身障害者通園施設運営費補助事業

　

　　在宅重症心身障害者専用の生活介護サービ

スを実施する社会福祉法人に対し、運営費の

一部を助成します。

自殺対策強化事業

　　自殺対策ネットワーク会議の設置や相談窓

口の開設、自殺予防の啓発などを行います。

妊婦健康診査事業

　　母子健康法に基づく指導や妊婦健康診査の

実施および、受診券の補助を行います。

５００万円

１６７万１千円

１億２,４９６万７千円

環境基本計画推進事業

　　平成23年度以降の計画および地域温暖化

抑制計画の策定を行います。

低炭素社会構築事業

　　低炭素社会を構築するための啓発事業の実

施および、太陽光発電システムや高効率給湯器

の設置に対して補助を行います。

１６１万１千円

１,９１４万８千円

人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり

湖東定住自立圏地産地消事業

　　湖東圏域の生産者と消費者が地産地消を目

指し、安全安心な農産物を安定的に供給でき

る体制を整備するとともに、直売所や学校給

食などでの地元農産物の利用拡大を図ります。

経営体育成支援事業

　　認定農業者や集落営農組織などの農業経営

体に、機械施設整備などへの支援を行います。

工場等設置奨励事業

　　奨励金の交付により、企業立地を促進し、産

業の振興と雇用機会の拡大を図ります。

緊急経済対策住宅リフォーム促進事業

　

　住宅リフォーム費用の20％を助成します。

彦根駅東土地区画整理事業

１,２６０万１千円

２,２０４万１千円

２億２,０７９万５千円

２,００５万４千円

４億４，４２１万４千円

新観光振興事業

　　「ひこにゃん」の運営および、湖東定住自立

圏として「戦国、戦（いくさ）」などをテーマに、

圏域住民が自主的に取り組む「地域創造事業」

に対する助成などを行います。

広域観光事業

　　広域観光を推進するため、びわ湖・近江路

観光圏協議会などに経費の一部を負担し、共

同で湖東圏域への観光客の誘致を図ります。

湖東定住自立圏　公共交通活性化実証事業

　

　　湖東圏域の課題解決に向けた調査研究、実

証運行などに連携して取り組み、圏域内の公

共交通の活性化とネットワーク化を図ります。

交通安全施設整備事業

　　車道と歩道の段差を解消するバリアフリー

工事などを行います。（彦根駅平田線・福満団地１

号線）

３,２０１万３千円

５７３万円

１,４６０万５千円

５，４５２万６千円

幼稚園耐震診断事業

　　新耐震基準適用となる、昭和56年以前に建

築された幼稚園６園の耐震診断を実施します。

ひこね教育推進事業

　　「教育フォーラム」の開催などを継続して行

うほか、新たに「ひこね教師塾」を開設し、教

師の指導力の向上を図ります。また、各小学校

で夏季休業中に学力補充教室を開催します。

８００万円

７１万６千円

生涯学習推進事業

　　小・中学生向け「自律型サッカーロボット研

究室」や社会人向け「基礎ＩＴスキル講座」な

ど彦根市サイエンスプロジェクトを実施します。

湖東定住自立圏図書館サービス事業

　

　　湖東圏域および彦根市の拠点となる図書館

整備に向けた検討委員会の設置や、計画の策

定を行うほか、専門職員を配置するなど図書

館サービスの充実を図ります。

９３８万円

８０９万２千円

世界遺産登録推進事業

子ども文化芸術奨励事業

　　文化芸術活動に熱心に取り組む子どもを対

象に表彰を行います。

歴史まちづくり事業

　　彦根市歴史的風

致維持向上計画に

基づき事業を行い、

善
せ

利
り

組足軽組屋

敷辻番所の保存

整備および旧池田

屋敷長屋門の復

原整備を行います。

１５９万１千円

２７万４千円

８,９６２万５千円

伝統的建造物群保存対策事業

　　花しょうぶ通り地区の伝統的建造物群保存

地区の指定に向けて、建物などの歴史的沿革

や保存状況を調査します。

「わたしの町の戦国」事業

　　市内に点在する城郭跡に焦点を当て、出前

講座や説明板の設置を行います。

キッズサマースクール事業

　　彦根城博物館において、夏季休業中に、小

学校の中・高学年を対象にした体験型学習を行

います。

５００万円

４５３万６千円

４０万４千円

活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり

明日の彦根市を担う人を育（はぐく）むまちづくり

人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり

その他

「市民一人に使うお金の内訳」と「市民一

人が納める税金の内訳」の算出において、

彦根市の人口は、１１１,６７２人（平成22

年３月１日現在）で計算しています。

公共下水道建設事業

水道施設第５次拡張事業

　東部配水池整備工事など

既存建築物アスベスト対策促進事業

　

　　アスベストを使用している建築物の把握を

行うための台帳整備や、対象建築物の所有者

に対して支援を行います。

緊急経済・雇用対策事業

ふるさと雇用再生特別基金事業

　

　7 事業を行い、雇用予定見込者数は、10人

２,８２９万３千円

緊急雇用創出事業

　　21 事業を行い、雇用予定見込者数は、延べ

１２４人

１億６７９万円

１,１５３万４千円

５,１９７万４千円

次期総合発展計画等策定事業

国勢調査事業

　　統計法第５条第２項の規定に基づいて実施

する人および世帯に関する全数調査を行います。

地籍調査事業

　　地籍簿や地籍図を作成するため、着手場所

の決定などを行い、事業計画を策定します。

亀山出張所周辺整備事業

　　亀山出張所ほか、周辺施設の来客者が利用

できる駐車場を設置します。

２１２万１千円

１,０５６万２千円

平成22年度当初予算の主な施策や事業の内容を、総合発展計画の５つの柱に沿って紹介します。

▲善利組足軽組屋敷辻番所

７億８,９６５万１千円

４億７,３６０万円

１,６８２万６千円
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て
お
り
、
幹
事
の
中
に
は
勿も

ち

論ろ
ん

、
鳴
鶴
の

名
も
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
補
助
の
筆

頭
に
は
、
当
時
の
井
伊
家
当
主
で
あ
っ
た

直な
お

憲の
り

の
名
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
本
作
品

は
、
こ
の
祝
い
の
場
で
披
露
さ
れ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

詩
の
内
容
は
、
黄
石
の
長
寿
の
祝
い
に

加
え
、
そ
の
人
柄
は
１
点
の
塵
も
な
く
隠い

ん

者じ
ゃ

（
俗
世
を
離
れ
た
崇
高
な
人
）
の
趣
を
成

し
て
い
る
こ
と
、
幕
末
維
新
の
混
乱
期
に

は
藩
の
た
め
に
家
臣
と
し
て
奔ほ

ん

走そ
う

し
た

こ
と
、
漢
詩
人
と
し
て
大
き
な
才
を
も
つ

こ
と
な
ど
を
誉
め
称
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
漢
詩
の
一
言
一
句
は
、
古
く
か
ら

黄
石
と
知
己
の
間
柄
に
あ
っ
た
鳴
鶴
の
心

の
内
よ
り
敬
意
を
込
め
て
発
せ
ら
れ
た
も

の
で
し
ょ
う
。
鳴
鶴
の
作
品
は
世
に
多
く

遺
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
本
書
は
、

筆
致
が
力
強
く
、
内
面
か
ら
湧
き
出
る
崇

高
な
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

 

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

　

写
真
の
「
祝
岡
本
黄
石
八
十
寿

詩
」
は
、
常
設
展
示
「
ほ
ん
も
の
と

の
出
会
い
」
で
、
４
月
14
日
㈬
～
５

月
17
日
㈪
に
展
示
し
ま
す
。（
期
間

中
無
休)

で
あ
る
貢こ

う

士し

を
選
任
さ
せ
ま
し
た
が
、
彦

根
藩
か
ら
は
、
黄
石
が
推
挙
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
黄
石
は
、
故
あ
っ
て
辞
任
を

願
い
出
て
、
そ
の
後
任
に
鳴
鶴
が
推
挙
さ

れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

黄
石
は
、芹
川
の
近
く
の
「
芹
水
荘
」
に

隠
居
し
た
後
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

に
彦
根
を
離
れ
て
京
都
の
華
頂
山
中
に

居
を
構
え
ま
す
。
こ
の
地
で
漢
詩
の
結
社

を
開
き
、
京
都
と
東
京
を
頻
繁
に
往
来
し

て
門
人
の
育
成
に
あ
た
る
と
同
時
に
、
全

国
を
遊
歴
し
て
漢
詩
を
吟
じ
ま
し
た
。

　

明
治
８
年
に
は
東
京
の
鳴
鶴
邸
に
身

を
寄
せ
て
10
か
月
程
滞
在
し
、
鳴
鶴
の
書

斎
で
漢
詩
会
を
開
く
な
ど
し
て
い
ま
す
。

明
治
13
年
に
は
東
京
に
家
を
借
り
、
以

後
、
近
い
範
囲
で
住
居
を
転
々
と
し
な
が

ら
詩
会
を
開
い
て
お
り
、
鳴
鶴
は
、
そ
の

多
く
に
参
会
し
ま
し
た
。

　

黄
石
の
80
歳
の
寿
宴
は
、
明
治
23
年
５

月
11
日
、
隅
田
川
河
畔
の
八や

百お

松ま
つ

楼ろ
う

に
お

い
て
、
約
３
０
０
名
も
の
人
が
招
か
れ
て

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
会
者
は
、

三さ
ん

条
じ
ょ
う

実さ
ね

美と
み

、
榎え

の

本も
と

武た
け

揚あ
き

、
清
国
公
使
黎れ

い

庶し
ょ

昌し
ょ
う

な
ど
、
錚そ

う

々そ
う

た
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

当
時
の
招
待
状
を
見
る
と
、
幹
事
７

名
、
補
助
と
し
て
36
名
の
名
が
連
ね
ら
れ

　

日く
さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く(

１
８
３
８
～
１
９
２
２)

が
、
岡お

か

本も
と

黄こ
う

石せ
き(

１
８
１
１
～
１
８
９
８)

の
80
歳
の
祝
い
の
辞
を
漢
詩
で
あ
ら
わ
し

た
３
幅
対
の
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

日
下
部
鳴
鶴
は
、
彦
根
藩
士
出
身
の
書

家
で
す
。
明
治
維
新
後
は
新
政
府
に
就
い

て
大
書
記
官
に
ま
で
な
り
ま
し
た
が
、
42

歳
の
時
に
書
の
道
一
筋
に
生
き
て
い
く
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。
鳴
鶴
は
、
中
国
の

楊よ
う

守し
ゅ

敬け
い

の
来
日
に
あ
た
り
、
書
道
お
よ
び

金き
ん

石せ
き

学が
く

（
金
属
や
石
な
ど
に
刻
さ
れ
た
文
字
、

文
章
を
研
究
す
る
学
問
）
を
本
格
的
に
学
び
、

中
国
に
渡
航
し
て
当
地
の
書
家
や
文
化
人

と
熱
心
に
交
流
す
る
こ
と
で
学
識
を
広
げ
、

近
代
書
道
界
に
大
き
な
足
跡
を
の
こ
し

ま
し
た
。

　

一
方
、
岡
本
黄
石
は
、
幕
末
・
維
新
期

の
彦
根
藩
の
家
老
と
し
て
、
藩
主
井
伊
直な

お

弼す
け

が
暗
殺
さ
れ
た
桜
田
事
変
後
の
藩
の

混
乱
を
と
り
ま
と
め
た
人
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
若
い
時
か
ら
漢
詩
を
得

意
と
し
、
詩
壇
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た

梁や
な

川が
わ

星せ
い

巌が
ん

に
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
維
新
後
は
政
治
か
ら
完
全
に
離

れ
、
隠
居
し
て
詩
を
詠
む
こ
と
に
専
念
し
、

多
く
の
門
人
を
抱
え
ま
し
た
。
鳴
鶴
は
そ

の
門
人
の
１
人
で
す
が
、
同
郷
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
師
弟
関
係
を
超
え
た
密
接
な

交
わ
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
人
の
関
係

に
つ
い
て
知
り

得
た
早
い
記
録

は
、
慶
応
４
年

（
１
８
６
８
）
３

月
の
記
事
で
す
。

明
治
新
政
府
は
、

諸
藩
に
代
議
員

彦
根
出
身
の
日
下
部
鳴
鶴
と
岡
本
黄
石

▶
祝
岡
本
黄
石
八
十
寿
詩 

（
３
幅
の
う
ち
１
幅
）
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
市
内
の

業
者
で
施
工
し
た
場
合
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
、市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
、ま

た
は
個
人
の
施
工
業
者
を
利
用
し

て
、
自
宅
の
修
繕
、
補
修
工
事
な

ど
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
行
う
場

合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
、
市
内
産
業
の
活
性
化
と

雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
行
う

事
業
で
す
。
平
成
23
年
３
月
31
日

㈭
ま
で
の
期
限
付
き
で
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事　

　
　

工
事
経
費
が
20
万
円
以
上

（
消
費
税
を
含
む
）
で
、こ
の
補
助

金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
、
４

月
１
日
㈭
か
ら
平
成
23
年
３

月
31
日
㈭
ま
で
の
間
に
着
手
し
、

か
つ
完
了
で
き
る
も
の
で
、
次

に
該
当
す
る
工
事

①
住
宅
の
修
繕
、補
修
工
事
、模
様

替
え
工
事
（
外
構
工
事
は
除
く
）

②
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
と
も

な
う
住
宅
の
工
事

対
象
と
な
る
住
宅　

　
　

市
内
の
住
宅
。
た
だ
し
、
事

務
所
や
店
舗
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト

な
ど
は
対
象
外
で
す
。
併
用
住

宅
は
、
住
居
部
分
の
み
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
は
専
有
部
分
の
み

が
対
象
で
す
。

補
助
金
額

　
　

工
事
経
費
の
20
％
で
、
最
高

20
万
円
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

※
彦
根
市
の
予
算
の
範
囲
内
に
限

り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人　

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人

①
対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
し
、

か
つ
、
そ
の
住
宅
に
居
住
し
て

い
る
人

②
市
税
や
市
の
各
種
融
資
の
償
還

に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
人

③
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

国
・
県
・
市
の
ほ
か
の
制
度
の

補
助
を
受
け
て
い
な
い
人

▼
彦
根
市
既
存
住
宅
耐
震
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
助
金
な

ど
、
ほ
か
の
補
助
を
受
け
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
対
象
外
と

な
る
工
事
部
分
は
、
補
助
の
対

象
と
し
ま
す
。

▼
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同

一
住
宅
お
よ
び
同
一
人
に
つ
き

１
回
限
り
で
す
。

▼
平
成
20
、
21
年
度
に
同
補
助
金

を
受
け
た
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅
が
共
有
名
義

な
ど
で
あ
っ
て
も
、
複
数
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

　
　

は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
ふ
り
が
な
、
電
話
番
号
、

予
定
工
事
内
容
、
予
定
工
事
費
、

予
定
施
工
業
者
（
本
社
住
所
、
業

者
名
）、
予
定
工
事
期
間
を
書
い

て
、

商
工
課
（
〒
５
２
２
‐
８

５
０
１
元
町
４-

２
）
へ
郵
送
ま

た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、

審
査
の
上
、
５
月
下
旬
に
交
付

申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

改
め
て
補
助
金
の
交
付
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
、
抽
選

に
な
り
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
５
月

10
日
㈪　

午
後
５
時
必
着

そ
の
他　

　
　

補
助
金
の
交
付
申
請
に
は
、

工
事
着
手
前
の
写
真
が
必
要
で

す
。
工
事
に
入
る
前
に
、
必
ず

工
事
箇
所
の
す
べ
て
の
詳
細
な

写
真
を
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
制
度
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害
児

福
祉
手
当
」
は
、
在
宅
で
生
活
し

て
い
て
、
い
つ
も
介
護
が
必
要
な

障
害
者
（
児
）
に
、
３
か
月
に
１
回

手
当
を
支
給
し
、
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

対
象

①
特
別
障
害
者
手
当　

20
歳
以
上

で
重
度
の
重
複
障
害
が
あ
り
、

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
か
、
絶
対
安
静

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人

②
障
害
児
福
祉
手
当　

20
歳
未
満

で
重
度
の
障
害
の
た
め
、
日
常

生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
人

所
得
制
限　

本
人
、
配
偶
者
、
同
じ

世
帯
で
の
最
多
収
入
者
の
所
得

が
、
い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
た
限

度
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃 

｝

自
動
車
燃
料
費　

を
助
成
し
ま
す

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
積
極

的
な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め

に
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
、
ま
た
は
自

動
車
燃
料
費
の
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
。
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
額

は
年
額
１
２
、０
０
０
円
（
５
０
０

円
×
24
枚
）、
自
動
車
燃
料
費
の
助

成
額
は
年
額
６
、０
０
０
円
（
３
０

０
円
×
20
枚
）
で
、
４
月
１
日
㈭
か

ら
受
付
を
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
さ
ら
に
、
施
設

に
入
所
し
て
い
な
い
人
で
、
市

民
税
所
得
割
額
（
平
成
21
年
度
課

税
）
が
16
万
円
未
満
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
所
持
者
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
障
害
の
あ
る
人　

▼
肢
体

不
自
由
障
害
の
う
ち
下
肢
障
害

ま
た
は
体
幹
機
能
障
害　

▼
視

覚
障
害　

▼
内
部
障
害
（
免
疫
機

能
障
害
を
含
む
）

②
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
の
所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
所
持
者

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
生

計
を
同
じ
に
す
る
家
族
が
自
動

車
を
所
有
し
、
運
転
す
る
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
印

か
ん

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
は
、

車
検
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先　

障

害
福
祉
課
（
平
田
町
）
☎
27-

９

９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７

６
７
番

平
成
22
年
度
の
年
金
額
は
平

成
21
年
度
と
同
額
で
す

　

平
成
22
年
度
の
年
金
額
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金　

　

満
額
79
万
２
、
１
０
０
円
／
年

障
害
基
礎
年
金　

　

１
級
99
万
１
０
０
円
／
年

　

２
級
79
万
２
、
１
０
０
円
／
年

遺
族
基
礎
年
金　

　

基
本
額
79
万
２
、
１
０
０
円
／

年※
子
ど
も
一
人
の
加
算
額
22
万

７
、
９
０
０
円

平
成
22
年
度　

国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
５
、１
０
０
円
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
見
直
さ

れ
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23

年
３
月
ま
で
の
保
険
料
額
は
、
月

額
１
万
５
、
１
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。

　

毎
月
の
保
険
料
を
口
座
振
替
の

早
割
制
度
（
当
月
末
振
替
）
で
納

付
す
る
と
、
保
険
料
が
月
々
50
円

の
割
引
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
ま
た
は
彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
で
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
分
か
ら
平
成
23
年

３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
、
納
付

書
で
ま
と
め
て
納
付
（
前
納
）
す
る

と
、
保
険
料
が
３
、
２
２
０
円
の

割
引
と
な
り
ま
す
。

　

納
期
限
は
４
月
30
日
㈮
で
す
。

納
付
書
が
な
い
場
合
は
、
彦
根
年

金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
４
月
分
か
ら
平

成
23
年
３
月
分
ま
で
の
１
年
前

納
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か　

学
生
納
付
特
例
制
度

　

国
民
年
金
に
は
、
学
生
本
人
の

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

承
認
期
間
は
原
則
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
等
に
在
籍
し
て
い
る
20
歳
以

上
の
学
生
で
す
。
申
請
は
、

保

険
年
金
課
で
受
付
し
ま
す
。（
住
民

登
録
が
彦
根
市
の
人
に
限
り
ま
す
）

　

な
お
、
平
成
21
年
度
に
学
生
納

付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
人
で
、
平

成
22
年
度
に
引
き
続
き
学
生
納
付

特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た

期
間
は
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な
期
間

（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
る

ほ
か
、
万
一
の
場
合
に
支
給
さ
れ

る
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
も
算
入
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

※
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て

納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
追
納
す
る
と
、
そ
の
期

間
は
保
険
料
納
付
済
期
間
と
な

り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
承
認
さ

れ
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
か
ら
は
当
時
の
保
険
料

に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８

番
安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

　

市
内
に
居
住
し
、
市
内
の
小
・
中

学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の
い

る
家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由
の
た

め
、
就
学
に
必
要
な
経
費
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
就
学
で
き
る

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

よ
う
、
給
食
費
、
学
用
品
費
な
ど

の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
保
護
者　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人　

①
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

を
受
け
て
い
る
人　

②
児
童
扶
養
手
当（
子
ど
も
手
当
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
給
し
て
い
る

人　
③
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
人　
　

④
そ
の
他
、

教
育
委
員
会
が
援

助
費
の
受
給
が
必
要
と
認
め
る

人
給
付
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
新
入
学
学
用
品
費
、
通

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費　

な

ど
手
続
き
方
法　

各
小
・
中
学
校
と

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
市

民
会
館
２
階
）
に
あ
り
ま
す
、
所

定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
学
校
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
彦
根
市
以
外
で
あ
っ
た
人

は
、所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
平

成
22
年
度
課
税
証
明
書
な
ど
）
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
。（
た
だ
し
、援
助
は
受

付
日
以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

彦
根
市
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
新
た
な
課
題
に

適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
４
月
１

日
か
ら
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま

す
。

区
画
整
理
課
の
名
称
変
更

　
「
区
画
整
理
課
」
を
「
市
街
地

整
備
課
」
に
名
称
変
更
し
、
現
在
、

都
市
計
画
課
、
交
通
対
策
課
で
担

当
し
て
い
る
稲
枝
駅
周
辺
整
備
の

事
務
を
「
市
街
地
整
備
課
」
に
集

約
す
る
と
と
も
に
、
課
内
に
区
画

整
理
係
と
稲
枝
駅
周
辺
整
備
係
を

設
置
し
て
彦
根
駅
東
地
区
お
よ
び

稲
枝
駅
周
辺
地
区
の
重
点
的
な
整

備
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
☎

30-

６
１
０
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

消
防
本
部
指
令
室
の
名
称
変
更

　
「
指
令
室
」
を
「
通
信
指
令
課
」

に
名
称
変
更
す
る
と
と
も
に
「
情

報
管
理
係
」
を
新
た
に
設
け
、平
成

28
年
５
月
が
期
限
の
消
防
・
救
急

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
備
え
、
通

信
お
よ
び
指
令
体
制
整
備
の
検
討
、

デ
ー
タ
整
備
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
総
務
課

☎
22-

０
３
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

９
４
２
７
番
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●
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
の
取
り
組

み
と
し
て
、
各
家
庭
を
訪
問
し
、
家
庭
用

消
火
器
の
点
検
と
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
推
進
の
呼
び
か
け
を
し
て
、
共
同

購
入
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
町
内

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
70
％

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
設
置
率

１
０
０
％
を
目
標
に
、
未
設
置
住
宅
へ
の

設
置
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
彦
根
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

か
ら
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
女
性
防
火
活
動
功
労
者　

知
事
表
彰

松
村
照
子
さ
ん（
開
出
今
町
婦
人
消
防
隊
長
）

滋
賀
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

▼
会
長
表
彰
（
個
人
）　

北
川
弥
生
さ
ん
（
楡

町
婦
人
消
防
隊　

元
隊
長
）

▼
会
長
表
彰
（
団
体
）　

開
出
今
町
婦
人
消
防

隊　

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
情
報
の
錯さ

く

綜そ
う

や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱

が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
な
か
で
、
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、
災
害
対
応
活
動
が
非
常
に

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
は

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
家
庭
で
の
火
災
予

防
の
知
識
の
習
得
や
、
防
火
意
識
の
啓
発
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
組
織
で
す
。

　

毎
年
の
火
災
統
計
が
示
す
よ
う
に
、
火
災

の
約
６
割
が
建
物
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
火
災
に
よ
る
死
者
総
数
の
６
割
以
上
が

建
物
火
災
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
う
ち
の
半

数
以
上
を
住
宅
火
災
が
占
め
て
い
ま
す
。
火

災
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
住
宅
火
災
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

そ
こ
で
、家
庭
で
の
防
火
を
進
め
る
た
め
、

家
庭
で
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
の
多
い
女
性

の
果
た
す
役
割
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
防
火
に
役
立
つ
活
動
と
し
て
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
普
及
活
動
や
共
同
購
入
、
消

火
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
災
害
発

生
時
に
対
応
し
た
後
方
支
援
活
動
な
ど
、
地

域
の
防
火
・
防
災
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

彦
根
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

活
動
紹
介

　

彦
根
市
で
は
現
在
、
開
出
今
町
婦
人
消
防

隊
、楡
町
婦
人
消
防
隊
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
開
出
今
町
婦
人
消
防
隊
の
主
な
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

●
毎
月
第
１
日
曜
日　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
取

扱
訓
練

●
毎
月
第
１
日
曜
日　

町
内
夜
回
り

●
７
月
～
９
月　

町
内
河
川
敷
広
場
周
辺
の

防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

●
12
月
25
日
～
27
日　

年
末
警
戒
実
施

滋
賀
県
女
性
防
火
活
動
功
労
者

知
事
表
彰
等
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

と
い
う
信
念
と
連
帯

意
識
の
も
と
、
火
災

や
災
害
に
強
い
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
よ
り
多
く
の
女

性
に
、
防
火
・
防
災

の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
公
的
年
金
所
得
に
係
る
市
県
民

税
分
の
み
、
10
月
か
ら
公
的

年
金
か
ら
特
別
徴
収
と
な
り
ま

す
。
公
的
年
金
所
得
以
外
の
所

得
に
係
る
市
県
民
税
分
の
支
払

い
は
、
今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

▼
公
的
年
金
所
得
に
係
る
税
額
の

２
分
の
１
を
６
月
、
８
月
の
２

回
で
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
）
で
支
払
い
、
残

り
の
２
分
の
１
を
10
月
、12
月
、

翌
年
２
月
の
３
回
で
年
金
か
ら

徴
収
し
ま
す
。

▼
公
的
年
金
所
得
以
外
に
給
与
所

得
が
あ
り
、給
与
特
別
徴
収
（
給

与
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
人
は
、

公
的
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に

係
る
税
額
に
つ
い
て
は
給
与
か

ら
特
別
徴
収
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
公
的
年
金
所
得
に
係
る
税

額
に
つ
い
て
は
、
給
与
か
ら
特

別
徴
収
で
き
ま
せ
ん
。
初
年
度

の
公
的
年
金
所
得
分
税
額
の
２

分
の
１
に
つ
い
て
は
必
ず
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

　
▼
４
、６
、８
月
の
年
金
か
ら
、
２

月
の
特
別
徴
収
額
と
同
額
を
特

別
徴
収
し
ま
す
。
平
成
21
年
度

（
前
年
度
）
の
税
額
計
算
に
よ
る

金
額
（
仮
の
額
）
で
徴
収
す
る

の
で
、
こ
れ
を
仮
徴
収
と
い
い

ま
す
。

　
　

10
、
12
月
、
２
月
の
年
金
か

ら
は
、
６
月
に
決
定
す
る
平
成

22
年
度
市
県
民
税
の
額
か
ら
、

４
、６
、８
月
に
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
た
額
（
仮
徴
収
額
）

を
差
し
引
い
た
残
額
を
各
月
分

に
割
り
振
っ
て
徴
収
し
ま
す
。

　
　

以
後
毎
年
、
２
月
の
額
で
４

月
、
６
月
、
８
月
を
仮
徴
収
し
、

翌
年
度
市
県
民
税
額
で
精
算
し

ま
す
。

▼
新
年
度
の
税
額
が
仮
徴
収
し
た

税
額
よ
り
少
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
そ
の
差
額
を
還
付
し
ま
す
。

▼
前
年
度
ま
で
は
、
65
歳
未
満
の

人
の
公
的
年
金
所
得
に
係
る
税

額
に
つ
い
て
は
、
給
与
所
得
に

係
る
税
額
に
加
え
、
給
与
か
ら

特
別
徴
収
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
６
月
か
ら
、
公

的
年
金
所
得
に
係
る
税
額
も
、

給
与
所
得
に
係
る
税
額
に
加

え
、
給
与
か
ら
特
別
徴
収
で
き

る
よ
う
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
で
、
給
与
所
得

の
あ
る
場
合
、
公
的
年
金
所
得

に
係
る
税
額
に
つ
い
て
も
、
基

本
的
に
は
、
給
与
か
ら
特
別
徴

収
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎

30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

防
火
ク
ラ
ブ
へ
の
積
極
的
な

参
加
・
結
成
を
お
願
い
し
ま
す

▲受賞された皆さん（左から北川さん、彦根市消防長、松村さん、開出

今町婦人消防隊の代表者）

▲開出今町婦人消防隊が自治会といっしょに行った年末警戒

昨
年
度
、
市
県
民
税
が
公
的
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
な
っ
た

人
は
、
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

次
の
人
は
、
今
年
度
、
新
た
に

市
県
民
税
が
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

に
な
り
ま
す

対
象　

①
昭
和
19
年
４
月
２

日
～
昭
和
20
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人

②
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
人
で
、
昨
年
度
、

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
が
で
き
な
か
っ
た
人
（
ま

た
は
途
中
で
年
金
特
別
徴
収
が

中
止
と
な
っ
た
人
）

�5
歳
未
満
の
人
で
、
給
与

所
得
と
年
金
所
得
の
あ
る
人

は
、
公
的
年
金
分
税
額
も
給

与
か
ら
特
別
徴
収
（
給
与
天

引
き
）
し
ま
す

対
象　

昭
和
20
年
４
月
２
日

以
降
の
誕
生
日
の
人
で
、

公
的
年
金
を
受
給
し
か
つ

給
与
所
得
が
あ
る
人
（
市
県

民
税
を
給
与
か
ら
特
別
徴
収
で

き
る
事
業
所
の
場
合
に
限
る
）

市
県
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
人
で
、
公
的
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
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〈内容〉子育て中の保護者が自分の子育てに見通しが持
てるように、子どもの食事と心身の成長とのかかわりに
ついて説明します。〈日時〉４月26日㈪　10：00 〜 11：
30　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉０〜３歳
の子どもの保護者　 〈定員〉25 組（先着順）。※託児あり

〈参加費〉無料　〈申込期間〉４月５日㈪〜同18日㈰　　
〈申込方法〉電話、または直接子どもセンターの窓口へ　
〈問い合わせ先〉 子ども未来室☎ 28-1580

〈募集作品〉青少年の健全育成や非行防止、更生の支援
など社会を明るくする運動にちなんだもの　  標語 はが
きに１人２編以内　 作文 400 字詰め原稿用紙５枚以内
に縦書き。文頭に必ず題名を書いてください。　〈応募

の決まり〉いずれも終わりに住所・氏名・電話番号を書
いてください。　〈対象〉市内に在住、在勤、在学の人〈応

募期限〉５月14日㈮必着　〈応募・問い合わせ先〉 子ど
も青少年課（〒 522-0041　平田町 670）☎ 26-0994、
FAX26-1768

〈内容〉下の表のとおり　〈対象〉市内に在住する 13 歳以上の

人で、身体障害者手帳を持つ人、療育手帳を持つかその取

得に準ずる障害のある人　※一部の競技には障害の種類に

よって参加できないものがあります。〈参加料〉無料。ただ

し、昼食代、交通費は実費負担の場合があります。ボウリ

ング競技の貸靴代は、実費負担になります。〈申込・問い合

わせ先〉 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767

　標語と作文　第60回「社会を明るくする運動」

　滋賀県障害者スポーツ大会出場選手　子育て講座　子どもの食事と健康

　男女共同参画に関するさまざまな課題に気づくとと

もに、身近な地域や団体で、実践に結びつけるような

知識や技術を身につけましょう。

日時、内容　右の表のとおり

場　所　男女共同参画センター「ウィズ」（平田町）

対　象　市内に在住、在勤、在学の人

定　員　30 人程度（先着順）

受講料　各回 200 円

申込期限　４月23日㈮

託　児　あり（要事前予約）、１人１回 200 円

その他　４回以上出席した人には修了証を渡します。

申込方法・問い合わせ先　電話、ファクス、Ｅメール

で同センター☎ 24-3529（FAX共用）、E メール：with.
hikone@oboe.ocn.ne.jp へ
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意見公募手続制度
結果のお知らせ

湖東圏域地域公共交通

総合連携計画（素案）

意見の件数　０件

問い合わせ先　 交通対策課　

☎ 30-6134、FAX24-8517

彦
根
市
立
病
院
で
、

第
１
回　

ひ
こ
ね
メ
デ
ィ
カ
ル

ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

３
月
６
日
㈯
、
医
師
、
看
護
師
、
救

急
隊
員
な
ど
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
災

害
事
故
な
ど
を
想
定
し
た
救
急
現
場

を
回
り
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
ど
れ

く
ら
い
的
確
か
つ
迅
速
に
患
者
を
診

察
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
競
う
技
能
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
救
急
医
療
・

災
害
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
や
防
災
関

係
者
な
ど
と
の
連
携
の
中
で
、
現
場

で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要
さ
を
学

ぶ
機
会
と
し
て
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
彦
根

ノ
ー
ド
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

子
ど
も
た
ち
が
科
学
へ
の
好
奇
心

を
持
ち
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
、「
自
律
型
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ

ト
研
究
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
７
日
㈰
、
そ
の
成
果
の
場
と

し
て
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
彦
根

ノ
ー
ド
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

２
年
生
の
26
人
が
参
加
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
っ
て
ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル
に
入

れ
る
競
技
を
行
い
ま
し
た
。　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

３
月
８
日
㈪
、
大
学
サ
テ
ラ
イ

ト
・
プ
ラ
ザ
彦
根
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
働
く
人
を
対
象
に
し
て
、

㈱
平
和
堂
の
職
員
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で

す
。
認
知
症
と
い
う
病
気
の
正
し
い

理
解
を
し
て
、
接
客
に
い
か
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
企
画
運
営

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
「
認

知
症
に
あ
っ
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
ひ

こ
ね
」
が
行
い
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

を
行
う
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」

が
講
師
を
務
め
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月後半】

２０日㈫

２１日㈬

２３日㈮

２７日㈫

２８日㈬

３０日㈮

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１５日㈭
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１６日㈮
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日

４月後半

19日㈪、22日㈭、
26日㈪、29日（木・祝）

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

４月後半

15日㈭

1�日㈮

1�日㈪

20日㈫

21日㈬

22日㈭

23日㈮

2�日㈪

2�日㈫

2�日㈬

30日㈮

大堀、日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲

葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日夏、大堀、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部東）、肥田（西肥田）、

甲崎、野良田、田附、新海、南三ツ谷

鳥居本地区、日夏、亀山地区、稲部（稲部）、柳川、上西川、下西川、

上石寺、下石寺、稲里、上岡部、下岡部、金田、金沢（林、中下、

長江）、肥田（西肥田）

鳥居本地区、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原

三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢（林、中下、長江）

鳥居本地区、高宮地区、河瀬地区、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区、

彦富

高宮地区、河瀬地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

高宮地区、河瀬地区、亀山地区

高宮地区、河瀬地区

河瀬地区

河瀬地区

　チョコレートといえば、バレンタインデーではな

く、ブラジルではイースターを思いつきます。

　国民の約 80％がキリスト教徒のブラジルでは復

活祭のお祝いは大切な行事です。カーニバルが行わ

れるころには、ブラジル全土の店に卵の形をしたチ

ョコレートが並べられます。生まれ変わるという意

味から卵の形をしたチョコレートを友達や家族にプ

レゼントするのです。

　ホワイトチョコレート、ミルクチョコレートなど、

味もサイズもさまざまで、10 グラムのものもあれば

特大の３キロのものもあります。中は空白になって

いて、そこにはさらに小さなチョコレートやおもち

ゃが入っていたりします。

　このチョコレートにつきものなのが、うさぎです。

うさぎは春一番に子を産む動物だといわれていて、

そのうさぎがチョコレートを運んでくると伝えられ

ているのです。家庭によっては、うさぎの足跡を家

中につけ、どこにチョコレートが隠されているかを

子どもたちに探させるのがひとつの楽しみです。

　でも、サンタさんと同じように信じる子もいれば、

「子どもだましだ」とすねる子も・・・　

【彦根市国際交流員　

平田エジナ】

おわびと訂正
広報ひこね３月15日号7ページの「次期の後期高齢者医療制度の保険料率が決定しました」にある 保険年金課の電話番

号が、22-6112とあるのは、30-6112の誤りです。また、13ページの「たちばな号　８日㈭」について、「長曽根町」とあるのは
「長曽根町・エクセレントヒルズ彦根」の誤りです。おわびして訂正します。

　子育て中の皆さん、「だれかお友達がいないかな」「安心して子ども
と遊ぶ場がほしい」「だれかに不安や悩みを聞いてほしいな…」こん
な思いを持っていませんか？
　地域の公民館で開催している「わいわいひろば」に参加して、遊び
ながらいろいろお話ししませんか？乳幼児をもつ保護者や祖父母が集
まり、楽しく話すなかで、友達を作り、子育て情報やアドバイスがも
らえます。
　開催月により、季節にあう制作や遊び、絵本の読み聞かせ、手遊び
などができます。いずれも申込不要、無料です。
日程・場所　表のとおり。５月〜平成23年２月に、毎月１回開催。稲

枝地区のみ４月〜平成23年３月で開催。
時間　10：00 〜 11：30
問い合わせ先　 子ども未来室☎ 28-1580

公民館にあつまれ！わいわいひろば
太陽光発電、
高効率給湯器への
補助を開始します

　太陽光発電および高効率給湯器

への補助金の受付を４月１日㈭か

ら開始します。　

　対象は、４月以降に工事をする

人で、太陽光発電または、高効率

給湯器に加え、断熱材や LED 照明

などの省エネ設備をつけていただ

ける人などです。

　なお、補助の条件が昨年度とは

異なっています。詳しくは、 生

活環境課・支所、各出張所にあり

ますチラシ、または彦根市ホーム

ページをご覧ください。

問い合わせ先　 生活環境課

　☎30-6116、FAX27-0395
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ひこね元気計画21
推進中！
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人口と世帯数
　　　　　　平成22年３月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,６７２人　（＋　３１）
５５,０００人　（＋　１９）
５６,６７２人　（＋　１２）
４２,８９６世帯（＋　３１）

表
紙
の
写
真

　

３
月
５
日
㈮
に
城
内
の
松
を

害
虫
の
被
害
か
ら
守
る
た
め

に
、
巻
い
て
い
た
こ
も
を
外
す
、

こ
も
外
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

赤
い
法
被
を
着
た
彦
根
城
管

理
事
務
所
の
職
員
８
人
が
、
い

ろ
は
松
の
「
こ
も
」
か
ら
外
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
、
い
ろ
は
松
の

ほ
か
、
金
亀
児
童
公
園
や
玄
宮

園
の
松
に
巻
い
て
あ
る
「
こ
も
」

も
外
し
ま
し
た
。

　

彦
根
城
周
辺
の
春
の
準
備
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　 教育委員会では、地域住民のコミュニテ

ィ活動の促進や、地域文化の創造を図るため、

小学校を利用して、学校の持つ施設や機能を

生かした講座を開催します。

　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

学校を利用した５つの講座

平成22年度教室開放事業


